
建設業界 342019.735 建設業界 2019.7

Ko Kawaguchi
川口 康
株式会社大林組 アジア支店・ダッカ3橋JV工事事務所 工事長

　

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
、
そ
の
首
都
ダ
ッ
カ
と
聞
い
て
皆

さ
ん
は
何
を
思
い
浮
か
べ
る
だ
ろ
う
か
。
二
〇
一
六
年

七
月
一
日
、
日
本
人
を
含
む
多
く
の
外
国
人
が
犠
牲
と

な
っ
た
ダ
ッ
カ
市
内
レ
ス
ト
ラ
ン
襲
撃
テ
ロ
事
件
は
記

憶
に
新
し
い
。
既
に
工
事
を
開
始
し
当
地
で
生
活
し
て

い
た
我
々
に
と
っ
て
も
非
常
に
衝
撃
的
な
事
件
で
あ
っ

た
。
こ
こ
で
は
、
根
強
い
親
日
派
で
あ
る
同
国
の
紹
介
、

事
業
遂
行
中
の
テ
ロ
事
件
と
い
う
困
難
を
克
服
し
て
建

設
を
続
け
て
い
る
カ
チ
プ
ー
ル
・
メ
グ
ナ
・
グ
ム
テ
ィ

の
三
橋
工
事
の
概
要
と
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
述
べ
る
。

　

同
国
は
一
九
七
一
年
に
パ
キ
ス
タ
ン
か
ら
独
立
し
た
。

当
時
、
日
本
が
欧
米
諸
国
に
先
駆
け
て
独
立
を
承
認
し

た
こ
と
も
あ
り
強
固
な
親
日
国
と
な
り
、
そ
の
関
係
は

今
で
も
続
い
て
い
る
。
継
続
的
に
わ
が
国
の
政
府
開
発

援
助
（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）
が
実
施
さ
れ
同
国
の
発
展
に
寄
与
し

て
き
た
。
九
〇
年
代
ま
で
は
無
償
協
力
案
件
が
主
で
あ

っ
た
が
、
そ
の
後
、
有
償
案
件
も
実
施
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
こ
れ
は
同
国
の
確
実
な
発
展
の
証
で
も
あ
り
、

事
実
、
こ
の
一
〇
年
ほ
ど
は
年
六
％
を
超
え
る
経
済
成

長
を
遂
げ
、
二
〇
一
八
年
三
月
に
は
後
発
開
発
途
上
国

の
卒
業
宣
言
を
行
う
ま
で
に
な
っ
た
。

　

近
年
の
経
済
発
展
の
一
方
で
、
急
増
す
る
輸
送
量
に

は
じ
め
に

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
人
民
共
和
国
の
紹
介

世界で活躍する日本の建設企業 バングラデシュ人民共和国

協
力
を
受
け
、
警
備
増
強
の
計
画
・
整
備
を
三
カ
月
強

の
短
期
間
で
行
い
、
予
定
よ
り
も
遅
れ
た
も
の
の
本
工

事
を
開
始
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
最
盛
期
に
は
協
力
業

者
を
含
め
一
五
〇
人
を
超
え
る
日
本
人
が
、
こ
の
警
備

体
制
の
な
か
工
事
を
進
め
た
。

　

同
国
政
府
や
警
察
の
継
続
し
た
協
力
も
あ
り
、
現
在

ま
で
工
事
は
順
調
に
進
ん
で
い
る
。
当
該
工
事
で
の
安

終
わ
り
に

全
対
策
は
後
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
事
業
の
モ
デ
ル
に
な
っ
て
い
る

と
聞
く
。
こ
の
よ
う
な
事
態
を
想
定
し
、
責
任
所
在
の

明
確
化
や
各
国
の
事
情
に
沿
っ
た
適
切
な
対
策
な
ど
を
、

現
地
政
府
、
日
本
政
府
と
と
も
に
我
々
建
設
業
者
も
主

体
と
な
っ
て
確
立
し
て
い
く
こ
と
が
、
Ｏ
Ｄ
Ａ
を
は
じ

め
と
し
た
海
外
で
の
事
業
成
功
へ
の
課
題
と
考
え
る
。

　

最
後
に
、
悲
劇
的
な
テ
ロ
事
件
で
亡
く
な
ら
れ
た
日

本
人
技
術
者
に
、
同
時
期
に
建
設
工
事
に
携
わ
っ
て
い

た
技
術
者
と
し
て
、
心
か
ら
哀
悼
の
意
を
捧
げ
た
い
。

道
路
網
整
備
が
追
い
付
か
ず
、
交
通
渋
滞
が
同
国
で
も

深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
当
該
工
事
は
、
首
都
ダ

ッ
カ
と
第
二
の
都
市
チ
ッ
タ
ゴ
ン
を
結
ぶ
国
道
一
号
線

上
に
位
置
す
る
が
、
車
線
が
狭
い
既
存
橋
部
分
が
ボ
ト

ル
ネ
ッ
ク
と
な
っ
て
お
り
慢
性
的
な
渋
滞
が
発
生
し
て

い
る
。
そ
の
た
め
三
橋
の
増
設
が
急
務
と
な
り
、
二
〇 

一
五
年
に
大
林
組
Ｊ
Ｖ
が
受
注
し
た
。

　

当
該
工
事
は
二
〇
一
六
年
一
月
に
着
工
し
、
工
期
は

四
年
、
現
在
も
進
行
中
で
あ
る
。
各
既
存
橋
と
並
行
に

新
橋
を
建
設
す
る
工
事
で
、
基
礎
に
は
鋼
管
矢
板
井
筒
、

上
部
鋼
橋
部
に
は
細
幅
箱
桁
と
い
う
日
本
の
技
術
が
採

用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
既
存
橋
の
改
修
工
事
も
含
ま
れ

て
お
り
、
完
成
後
二
十
五
年
〜
四
十
年
経
っ
た
三
橋

（
弊
社
施
工
）
を
、更
に
向
こ
う
数
十
年
利
用
す
る
た
め

の
事
業
で
あ
る
。

　

着
工
か
ら
六
カ
月
後
、
前
述
の
テ
ロ
事
件
が
発
生
し

日
本
人
技
術
者
が
犠
牲
に
な
っ
た
。
工
事
を
本
格
的
に

始
め
よ
う
と
し
た
矢
先
の
こ
と
で
、
安
全
警
備
体
制
を

一
か
ら
見
直
さ
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
想
定
外
の
事
態

に
直
面
し
た
。

　

多
く
の
日
系
協
力
業
者
の
参
画
が
不
可
欠
な
な
か
、

安
全
確
保
の
た
め
一
時
工
事
を
中
断
す
べ
き
と
い
う
議

論
も
あ
っ
た
が
、
施
主
、
同
国
政
府
、
警
察
、
日
本
国

大
使
館
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ら
関
係
者
の
積
極
的
か
つ
真
摯
な

工
事
概
要

カチプール・メグナ・
グムティ第二橋建設
及び既存橋改修事業

Bangladesh

既存橋の傍らおよび直
下での鋼管矢板井筒施
工状況（メグナ橋）

2018年10月時点のグムティ橋進捗状況、全景

2018年10月時点のメグナ橋進捗状況、全景

2018年10月時点のカチプール橋進捗状況、全景

世界で活躍する
日本の建設企業

ダッカ市街

首都：ダッカ

チッタゴン

ダッカから12㎞

14㎞

15㎞

カチプール橋
（1977年完成）
L=400m

メグナ橋
（1991年完成）
L=930m

グムティ橋
（1995年完成）
L=1,410m

プロジェクト位置

プロジェクト位置図


